
（参考様式１－４）小規模多機能型居宅介護，認知症対応型共同生活介護，看護小規模多機能型居宅介護
従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表
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備考
１　この様式は，小規模多機能型居宅介護，認知症対応型共同生活介護，看護小規模多機能型居宅介護用とする。

２　認知症対応型共同生活介護の場合は，ユニットごとに勤務形態一覧表を作成すること。

３　夜間及び深夜の時間帯の欄は，利用者の１日の活動開始時間（起床時間）・終了時間（就寝時間）を基本として設定すること。

４　勤務時間表の欄においては，白色の欄は当該従業者の勤務形態（シフト），黄色の欄は当該従業者の勤務時間を記入すること。

５　勤務時間表の欄においては，夜間及び深夜の時間帯以外の勤務時間を記入すること。

６　日付の下の欄には，当該月の曜日を記入すること。

７　届出を行う従業者について，職種ごとに４週間分の勤務すべき時間数を記入すること。

８　職種ごとに下記の勤務形態の区分の順にまとめて記入すること｡

　　　勤務形態の区分　Ａ：常勤で専従　Ｂ：常勤で兼務　Ｃ：常勤以外で専従　Ｄ：常勤以外で兼務

９　常勤換算が必要な職種は，次の計算式に基づき，「常勤換算後の人数」を算出すること。

　　　常勤換算後の人数　＝　1.0　×　Aの人数の合計　＋　B～Dの勤務延時間数÷常勤の勤務すべき時間数

１０　常勤換算の算出にあたっては，小数点以下第２位を切り捨てること。

１１　各事業所・施設において使用している勤務割表等（変更の届出の場合は変更後の予定勤務割表）により，職種，勤務形態，名前及び当該業務の

　　勤務時間等，当該参考様式の必要事項がすべて確認できる場合は，その書類をもって添付書類に代えることができる。


